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の波数領域にまで拡張して用いる50) random forceLfk>(k<kc)を2つの部馴 fPLA>
If芸'にわけるoすなわち,
N
If> -LPIIf>+LP21fi' +-｡ fiR>- ,f > 日 fR, (7)
ここでLAi(i-1,2,-用 i-modeexcitation-の射影演算子であり, LffR>は
Lピ > に直交する残余の部分である｡直交性から IfkLJD> と lfkR> の coupleを無k
視すると,(4),(7)式より,
○く)
3m2D〝(k,u)二 ∑ 〔′dteiwt<ffLPleiQZtlfiLP>α _oo
○く⊃
+′dteiwt< LRleiQゴtlfiR>コ (8)
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< fj121ffT12, a-∞ 上 k汰
とするO (9)式でpropagatOrのQ霊 を霊 と置きかえた｡ (kが十分′トさい時にはゆる
されるo)式 (9)が我々のbasicapproximationであるO まとめるとinitialmodelfk>
は系のOne一mOde及び two-modeexcitation に分離され,それらは normalpropagator
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ei=gtで時間発展すると我々は仮定した. 我々の formalism は k<kH に対してなりた
っ hydrodynamicsを用いた approachからの eXtrapOlationschemeとなっていると考え
られる｡
さて,(9)式を具体的に計算する｡ One-mode excitationよりの寄与は,熱力学的
極限 (N-∞,Ⅴ-∞ ただしn-N/V は一定に保っ)を取ると消える｡ したがって
(9)式は two一modeからの寄与だけが残る｡ two-modeexcitation からの寄与から熱
力学的極限で消える項を除くと(9)式からD'(k,a)は
C<)
3-2D〟(k,W)- (n2vN｡k))~1 ∑ ′ ∑I dteiWt<j言n邑 eiどtLj;,nOf_i,>在 ki α-∞
範=kl (10)
aLP12If三LP12, - -kBTN(k)8aβ(kBはBoltz-annConstant'となるo ただし <fF k
∑ ′は Iql≦kc,lk-ql≦kcなる領域での和を示すo (10)式の右辺でfactorization近
似,
<ABLC(t)D(t)> - <ALC(t)> <BID(t)>+<ALI)(t)> <BLC(t)>
(ll)
















V(r,- 4el(; ) 12 - (; )6 ] (13)
長さ,エネルギー時間の単位 としての, E, T｡(…Jmo2/488)を用いる｡ 液体アル
ゴンの場合 1)0 -3･405A,6-119･8kB,To -3･112×10113secであるo 考える状
0
態は密度 β *-0.8442,温度 T*-0.722で三重点の極 く近傍である｡
(12),(3),(5)式を,iterationによって解 く｡ iteration processで の解の収束は 非
常によく,5回塩度の iterationで最終値におちつくo (図1)kc* は拡散係数 D と















































図 4 図 5
計算結果, ------- (Ref.8)
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